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研究要旨 

 腰下肢痛患者の慢性化に心理社会的因子が関与することが指摘されているが、どの心理評価

が臨床的に有用であるか不明な点が多い。慢性疼痛と心理的因子を評価するために用いられて

いる種々の評価法を用いて、慢性腰痛患者ならびに腰椎手術患者を対象に痛みに対する破局的

思考や痛みに対する恐怖、不安、抑うつといった心理的因子が痛みの程度や日常生活活動にど

の程度影響を及ぼしているか検討した。慢性腰下肢痛をきたす腰部脊柱管狭窄症に対する保存

療法の有用性を多面的評価で検討した。さらに看護師、介護士に対する腰痛アンケートで心理

社会的因子を調査した。これらの結果、種々の評価法の中から、慢性疼痛患者の認知的要因と

してPain Catastrophizing Scale (PCS）、心理的要因として日本整形外科学会腰痛評価質問

票（JOABPEQ）の下位尺度である心理的障害、仮面うつ評価としてSelf-Rating Questionnaire 

For Depression（SRQ-D）、精神医学的要因としてBrief Scale for Psychiatric Problems in 

Orthopaedic Patients (BS-POP)の治療者用が有用であることが判明した。

Ａ．研究目的 

 心理的因子の評価法を検索し、慢性腰下肢

痛患者を評価する上で臨床上、最も臨床的に

有用な評価法を決定する。 

 

Ｂ．研究方法 

1．慢性疼痛と心理的因子に関する研究報告の

中から、心理的因子を評価するために用いら

れている評価法を検索した。（研究1） 

2．痛みに対する破局的思考は、日本人の慢性

腰痛患者の臨床サンプルにおいても、疼痛の

維持・悪化を招くとともに行動面や情動面に

負の影響を及ぼすかを検討した。（研究2） 

3．痛みに対する破局的思考や痛みに対する恐

怖、不安、抑うつといった心理的因子が慢性

腰痛患者の痛みの程度や日常生活障害度にど

の程度影響を及ぼしているかを検討した。（研

究3） 

4．腰部脊柱管狭窄による慢性腰下肢痛を伴う

神経性間欠跛行患者に対する運動療法を中心

とした保存療法の成績に及ぼす因子を心理評

価も含んだ多面的評価で検討した。腰部脊柱

管狭窄症患者を対象に週1 回、6 週間の理学

療法を行い、Zurich Claudication 

Questionnaire（ZCQ）の満足度により有効群

と無効群に分け、比較検討した。（研究4） 

5．和歌山県紀北地方の看護師、介護士の腰痛

調査を行い、腰痛に影響する因子を心理社会

的評価も含めて多面的に検討した。（研究5） 

6．慢性腰痛患者ならびに腰椎疾患手術症例を

用いて、種々の心理的評価法の相関関係を統
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計学的に検討し、痛みに対する様々な心理的

因子を網羅できる評価法を決定した。（研究6） 

 

 本研究は、和歌山県立医科大学倫理審査委

員会あるいは紀北分院倫理委員会の承認を得

て実施した。また、本研究のすべての被験者

から参加の同意を文章により得た。 

 

Ｃ．研究結果 

1．これまでの慢性疼痛と心理的因子に関する

研究の中から、心理的因子を評価するために

用いられている評価法を検索した結果、

Self-Rating Questionnaire For Depression

（SRQ-D）、Brief Scale for Psychiatric 

Problems in Orthopaedic Patients（BS-POP）、

Pain Catastrophizing Scale（PCS）、Pain 

Anxiety Symptoms Scale-20（PASS-20）、

Hospital And Depression Scale（HADS）、

Minnesota Multiphasic Personality 

Inventory（MMPI）などが抽出された。（研究

1） 

2．慢性腰痛患者100 名を対象者として、PCS

とHADS、PASS-20、Roland Morris Disability 

Questionnaire (RDQ、腰痛による日常生活へ

の障害度の測定)、腰痛のvisual analog scale 

(VAS) との関連を検討した結果、痛みに対す

る破局的思考が高い患者の方が、痛みに対す

る恐怖や不安、抑うつ、日常生活障害度が高

くなり、日本人の慢性腰痛患者の臨床サンプ

ルにおいても痛みに対する破局的思考は、行

動面や情動面へ負の影響を及ぼしていること

が判明した。（研究2） 

3．慢性腰痛患者231 名を対象として、腰痛の

VAS、RDQ、PCS、HADS、PASS-20 との間で相関

関係を検討した結果、痛みの程度と心理的因

子との間に有意な相関関係はないが、日常生

活障害と痛みに対する破局的思考、痛みに対

する恐怖、抑うつとの間には、弱～中程度の

正の相関がみられた。（研究3） 

4．腰部脊柱管狭窄による神経性間欠跛行症例

（N=38）を対象に行った運動療法を中心とし

た理学療法の有効性は、約60％であった。治

療前のSRQ-D が有効群で有意に低く、年齢、

性別、発症期間、MRI 重症度、その他の治療

前の評価項目に有意差は認められなかった。

保存療法の成績満足度に影響する術前因子は

多変量解析の結果でも、SRQ-D のみであった。 

（研究4） 

5．看護職員97人（男性6人、女性91人：平

均年齢39.5歳）を対象に、RDQ、SRQ-D、JOABPEQ、

Short Form 36-Item Health Survey（SF-36、

包括的健康関連QOLの測定）、腰痛VAS、平成

23年度厚労省「慢性の痛み対策研究事業」（紺

野班）で作成した生活状況質問票を用いてア

ンケート調査を行った結果、67％が腰痛あり

と回答した。腰痛の有無で、年齢、性に差は

なかったが、腰痛あり群では、機能的障害が

認められ、SRQ-Dの点数が高く、JOABPEQの社

会生活障害、心理的障害、 SF-36のVT:活力

の点数が有意に低かった。また、腰痛を有す

る看護師は収入への満足度が低いという結果

が得られた。次に、腰痛あり群の中で年収450

万円までの群と（65 名中 31 名、47.7％）と

年収 451 万円以上（65 名中 34 名、52.3％）

の群に分け比較検討した結果、後者で、喫煙

率と情緒不安定になったという項目のみが有

意に高かった。（研究5） 

一方、介護職員98人（男性21人、女性77

人：平均年齢42.3歳）を対象にしたアンケー

ト結果では、65.3％が腰痛ありと回答した。

腰痛の有無では同様に年齢、性に差はなく、

腰痛あり群では、機能的障害が認められ、

SRQ-Dの点数が高かった。また、JOABPEQの心

理的障害、 SF-36 の GH:全体的健康感、MH:
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心の健康の点数が腰痛あり群で、有意に低く、

生活状況質問票からは睡眠障害や就労上の問

題などが認められた。腰痛あり群をヘルパー1

級・2級・3級の群と介護福祉士の群を比較検

討した場合、ヘルパーの群が身長、睡眠障害、

事故の既往が多く、喫煙歴、痛みを訴えてい

ることへの家族が理解を示しているかの項目

に差がみられた。（研究5） 

6．腰椎疾患に対して手術を行った 191 人

（男115人、女76人）を対象として、腰椎、

下肢痛、下肢しびれのVAS、JOABPEQ、SRQ-D、

PCS、PASS-20、HADS、BS-POPをアンケート調

査した。統計学的に評価し、尺度間の相関係

数が±0.5より大きく、P<0.01で有意な相関

があるとし、必要な心理評価の尺度を検討し

た。JOABPEQの心理的障害とSRQ-D、PASS-20、

HADS に、SRQ-D と BS-POP 患者用に、PCS と

PASS-20、HADS、BS-POP 患者用に、PASS-20

とHADS、BS-POP患者用、HADSとBS-POP患者

用に強い相関がみられた。すなわち、JOABPEQ

の心理的障害、SRQ-D、PCS、BS-POP治療者用

を用いることで、概ね腰椎疾患手術患者の心

理評価が可能であることが判明した。 

 

Ｄ．考察 

 慢性疼痛の代表である慢性腰痛の成因や遷

延化に心理社会的因子が関与することが指摘

されている。それらの評価には様々な患者質

問票があるが、腰痛疾患を取り扱うわれわれ

整形外科医にとって煩雑なものが多い。どの

ような評価法の組み合わせで慢性腰下肢痛患

者の心理評価が可能か、慢性腰下肢症状を惹

起する代表疾患である腰部脊柱管狭窄症患者

の治療成績や看護職、介護職の腰痛にも心理

社会的要因が関与するのかどうかを検討した。 

 痛みに対する破局的思考は疼痛遷延化の危

険因子であり、恐怖、不安、抑うつの程度を

おおよそ予測することができることが判明し

た。心理的因子として痛みに対する破局的思

考を評価することは重要である。当然のこと

ながら、心理的問題について考えると、大う

つ病や不安障害、認知症、発達障害、人格障

害などの精神障害の診断をすることも重要で

ある。慢性腰下肢痛を取り扱う整形外科脊椎

外科医にとって、これらの評価は安易ではな

い。これを整形外科の日常診療の中で行うた

めに開発されたBS-POPは、精神医学的問題を

スクリーニングするためには極めて有用であ

るとされている。われわれの研究結果でも

BS-POP治療者用は他の心理評価とも相関せず、

精神医学的問題を評価するためには必須の評

価法である。 

 今回の研究結果から、心理的因子は慢性疼

痛患者のADL/QOL に関与することが判明した

が、痛みの程度そのものと心理的評価に関連

がなかった。腰部脊柱管狭窄症に対する保存

療法の満足度からの評価でも同様に痛みやし

びれの程度よりも仮面うつが満足度に影響し

ていた。一方で、看護師、介護士の腰痛には

仮面うつや心理社会的因子の関与がみられた。

対象とする集団の違いによる可能性もあるが、

今後さらに、心理的因子と痛みの程度との関

連について再検討する必要がある。 

 腰部脊柱管狭窄症患者に対する手術療法で

は、術前のうつ状態が術後の治療成績に悪影

響を及ぼすことが報告されている。本研究で

は抑うつ（HADS）と仮面うつ（SRQ-D）の2 種

類のうつの評価を行ったが、抑うつは各群正

常範囲であったが、仮面うつは、無効群では

正常範囲を超えていた。したがって、抑うつ

だけでなく、仮面うつ（SRQ-D）の評価が必要

である。 

 看護師、介護士の腰痛アンケート結果から

約3分の2の職員に腰痛がみられ、何らかの
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心理社会的要因が関与している可能性がある

ことが明らかとなった。今回の調査はアンケ

ートのみでの調査であり、器質的疾患や腰痛

の罹病期間などについての検討が十分でない。

今後は、腰痛のない職員を前向きに経過観察

し、腰痛発生の危険因子を検討する予定であ

る。 

 種々の心理評価の相関を検討した結果、

JOABPEQ の下位尺度の心理的障害は多くの心

理評価法と相関がみられたが、PCS、BS-POP

医療者用との関連は乏しかった。JOABPEQ の

心理的障害とSRQ-Dに強い相関がみられたた

め、SRQ-D の評価は必要ない可能性がある。

JOABPEQ を用いた健常者調査が日本脊椎脊髄

病学会診断評価等基準委員会でおこなわれて

いる。年代別、性別の各下位尺度の基準値が

示されれば、JOABPEQ の心理的障害で、仮面

うつの評価を代用可能と思われる。しかしな

がら、この相関を検討した対象が手術症例で

あり、今回の研究で用いた腰部脊柱管狭窄症

の保存療法症例での検討では、JOABPEQ と

SRQ-D には関連が認められなかった。対象疾

患に対する配慮が必要ではあるが、現時点で

はSRQ-Dを用いた評価が必要であろう。 

 

Ｅ．結論 

 慢性腰痛患者の心理的因子を評価する上で、

痛みに対する破局的思考の評価は重要であり、

その評価法としてPCS は有用である。腰部脊

柱管狭窄症患者の治療前の痛みや身体機能な

どの重症度よりもSRQ-Dが低い症例では理学

療法の効果が乏しい。看護師、介護士の腰痛

には、心理社会的要因が関連する。JOABPEQ

の心理的障害、SRQ-D、PCS、BS-POP治療者用

を用いることで、概ね腰椎疾患手術患者の心

理評価が可能である。慢性腰下肢痛を訴える

患者の治療体系には身体所見や画像所見から

の診断に加えて、心理評価がなされるべきで

ある。 
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